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新会員のご紹介 （敬称略）　会員数�1074�名

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

石
いし
山
やま
　美

み
歌
か ラウンジ　ジャジーラ

飲食業（社交飲食店、酒などを提供） 御殿場 長島　和彦

勝
かつ
俣
また
　圭

けい
司
じ ㈲オーケーランドリー

クリーニング業（クリーニング全般） 御殿場 長島　和彦

新
あら
井
い
　清

きよ
師
し バリュー・トーカイ㈱

保険・車リース・OA機器販売（損害保険・生命保険・リスクコンサル・車リース・OA
機器・ヘルスケアサポート商品販売）

三島 高木　　基

山
やま
本
もと
　翔
しょういち
一 山本機工㈱

製造業（空調機器用圧縮機部品、歯車部品） 静岡 赤井　秀敏

渡
わた
辺
なべ
　洋

よう
平
へい ㈱オフ・コーポレイション

小売業、通信販売（趣味の木工、日用大工用品の販売、木工教室の運営） 静岡 太田　　誠

田
た
中
なか
　利

とし
明
あき ㈱Ｔ・プランツ

農業（お米・花苗・野菜苗生産） 志太 太田　　誠

落
おち
合
あい
　孝

たか
康
やす 落合孝康税理士事務所

税理士業 榛原 鈴木　　徹

八
や
木
ぎ
　保

やすし
之 共和建設㈱

建設業（公共工事の受注を主とした土木工事・アスファルト舗装工事） 榛原 鈴木　　徹

名義変更による新名義人（敬称略）

氏名 社名 所属支部 旧名義人

落
おち
合
あい
　良

りょうじ
治 サンコー防災㈱ 御殿場 渡辺　裕之

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」「経営者
の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、県全体で行う定時
総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や関係諸団体との懇談、連携等、
多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的近代化と
強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう❶
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を高め､ 知
識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的な能力を身につけ
ることをめざします｡

よい経営者になろう❷

同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりまく､ 社
会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守り安定させ､
日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう❸
Ⅰ．�経営指針成文化の環境整備を進め、労使見解に基づく人を生かす経営の
実践企業を増やします

Ⅱ．�中小企業振興基本条例運動を推進し、県・市町の行政・金融・関係機関と
の連携を強化し地域づくりをめざします

Ⅲ．�2020年ビジョン3年目にあたり、早期に1200名会員を達成し、支部の
さらなる活性をはかります

平成30年度
重 点 課 題



黄
色
い
建
物
が
目
印 

富
士
市
の「
相
談
し
や
す
い
写
真
屋
さ
ん
」

　

県
道
３
９
６
号
線
沿
い
に
あ
る
黄

色
い
建
物
、「
写
真
ス
タ
ジ
オ 

シ
ュ

ン
」。２
面
の
写
真
ス
タ
ジ
オ
と
ふ
り

そ
で
専
門
店
を
併
設
す
る
、
融
合
型

写
真
館
で
す
。
こ
こ
を
経
営
す
る
滝 

和
也
氏
（
㈱N

ext gate

）
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

滝
氏
は
写
真
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

他
社
の
ス
タ
ジ
オ
に
入
社
し
、
そ
こ

で
８
年
間
腕
を
磨
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
１
３
年
に
㈱N

ext gate

を
設
立
。
人
物
撮
影
を
中
心
に
、
空

撮
な
ど
を
交
え
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮

影
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

被
写
体
の
素
の
顔
に
迫
る
の
が 

写
真
家
の
仕
事

　

写
真
家
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
に
つ

い
て
滝
氏
に
尋
ね
る
と
「
よ
い
写
真

に
は
経
験
が
必
要
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
綺
麗
に
見
せ
る
角
度
や
明

る
さ
、
豊
か
な
表
情
を
作
る
ポ
イ
ン

ト
な
ど
様
々
な
面
で
、
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
感
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

記
念
写
真
は
、
一
生
に
一
度
の
大
切

な
も
の
。
そ
こ
で
滝
氏
は
、
素
の
表

情
を
引
き
出
す
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、

撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
被
写
体
の

素
の
顔
に
迫
る
の
が
写
真
家
の
仕
事
」

と
語
る
滝
氏
。「
人
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
性
の
な
か
で
期
待
さ
れ
る
表

情
を
つ
く
っ
て
生
き
て
い
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
慣
れ
な
い
写
真
ス
タ
ジ

オ
で
は
、
照
れ
や
緊
張
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
す
べ
て

を
と
り
払
っ
た
向
こ
う
側
に
、
そ
の

“
人
”
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
瞬
間

を
カ
メ
ラ
で
捉
え
る
の
は
、
鳥
肌
が

立
つ
ほ
ど
の
感
動
が
あ
り
ま
す
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

創
業
時
か
ら
の
仕
事
の“
相
棒
”

　

今
回
の
表
紙
で
滝
氏
が
構
え
て
い

る
カ
メ
ラ
は
、
起
業
時
に
購
入
し
た

「
キ
ヤ
ノ
ン
Ｅ
Ｏ
Ｓ
－
１
Ｄ
」
で
す
。

５
年
前
の
モ
デ
ル
で
す
が
４
Ｋ
動
画

記
録
を
実
現
。
美
し
い
ボ
ケ
味
を
生

か
し
た
印
象
的
な
映
像
表
現
が
実
現

で
き
る
、
35
㎜
フ
ル
サ
イ
ズ
、
約
１
，

８
１
０
万
画
素
の
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
セ
ン

サ
ー
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

暗
い
シ
ー
ン
に
お
い
て
も
美
し
い
写

真
が
撮
影
で
き
る
よ
う
、
常
用
Ｉ
Ｓ

Ｏ
感
度
は
最
高
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
５
６
０
０

ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
性
能
を
最
大
限
に
引
き
出

す
60
種
類
以
上
の
レ
ン
ズ
と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
高
画
質
で
多
彩
な

描
写
力
を
発
揮
し
ま
す
。
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
の

カ
メ
ラ
を
、
滝
氏
は
ま
る
で
体
の
一

部
の
よ
う
に
使
い
、
様
々
な
写
真
を

撮
っ
て
い
ま
す
。

㈱Next gate（富士支部）

代表取締役　滝 和也氏

創業当初からの“相棒”

　

こ
の
よ
う
な
高
性
能
カ
メ
ラ
は
、

１
年
に
１
度
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う

そ
う
で
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
回

数
で
寿
命
が
決
め
ら
れ
て
い
る
、
と

の
こ
と
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
出
す
と

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
回
数
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
回
数

を
確
か
め
て
修
理
を
す
る
そ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
、

創
業
当
初
か
ら
相
棒
で
あ
る
カ
メ
ラ

を
大
切
に
扱
う
滝
氏
。
そ
の
姿
を
見

て
、
写
真
屋
さ
ん
も
私
と
同
じ
く
職

人
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
モ

ノ
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
と
大
切
さ
を

痛
感
し
、
滝
氏
か
ら
発
せ
ら
れ
る
若

い
力
を
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
　
渡
邉 

正
仁
氏

�

（
㈲
丸
之
工
務
店
・
富
士
支
部
）

㈱Next gate
〒416-0931　富士市蓼原61-2
TEL：0545-65-5656
URL　https://www.studio-shun.com/

設立　2013年７月
社員数　正規４名　パート６名
入会年月　2016年10月
事業内容　スタジオ撮影、出張撮影、
　　　　　呉服販売・レンタル

滝 和也氏

相棒「キヤノンEOS-1D」
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幅
広
い
経
験
と
見
識
を
携
え
て
入
社

　
沼
津
市
西
熊
堂
で
建
築
建
材
の
卸
売

業
を
営
む
不
二
高
㈱
。
そ
の
専
務
取
締

役
で
あ
る
髙
島
邦
栄
氏
を
訪
問
し
ま
し

た
。
髙
島
氏
は
創
業
家
出
身
で
11
年
前

に
入
社
し
、
営
業
職
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
入
社
前
は
製
造
業
や
建
築
設
計
事

務
所
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
こ
で
培
っ
た
幅
広
い
経
験
と
見
識
は

今
の
業
務
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
同
友
会
の
入
会
は
、
取
引
先
の
社
長

か
ら
「
異
業
種
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
、
勉
強
に
な
る
」
と
誘
わ
れ
、
業
務

に
生
か
せ
る
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
も
と
も
と
は
人
前
で
話
す
こ

と
が
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
髙
島
氏
。
父

で
あ
る
髙
島
規
嘉
会
長
か
ら
も
「
職
人

気
質
で
人
を
使
う
こ
と
が
苦
手
」
と
い

う
評
価
を
さ
れ
る
ほ
ど
。
し
か
し
、
同

友
会
に
入
会
し
多
く
の
人
と
触
れ
合
う

な
か
で
、
そ
れ
ら
に
も
慣
れ
、
自
信
が

つ
い
て
き
た
と
語
り
ま
す
。

本
物
の
健
康
建
材
の
追
求 

 
「
百
年
炭
蔵
」

　
不
二
高
㈱
が
目
指
す
も
の
の
一
つ
は

健
康
増
進
住
宅
で
す
。
健
康
増
進
住
宅

は
医
療
関
係
の
法
律
な
ど
で
広
が
り
に

く
い
こ
と
が
現
状
で
す
が
、
本
物
の
健

康
素
材
の
普
及
は
「
う
つ
対
策
」「
上

質
な
眠
り
」
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

と
、
髙
島
さ
ん
は
力
強
く
語
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
食
品
加
工
（
特
に
熟

成
）
の
分
野
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
す
。

炭
の
特
性
を
生
か
し
た
自
社
独
自
の
熟

成
庫
を
使
い
、
食
品
加
工
に
新
し
い
価

値
を
付
与
し
「
日
本
の
技
術
で
作
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
力
」
で
海
外
輸
出
に
も
力
添

え
が
で
き
る
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
建
築
市
場
は
縮
小
し
て
い
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
分
野
に
力
を

入
れ
、
不
二
高
独
自
の
商
品
を
開
発
し
、

切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
魅
力

あ
る
会
社
を
目
指
す

　
取
材
に
同
席
し
た
髙
島
会
長
の
実
体

験
に
基
づ
く
説
明
は
、
非
常
に
訴
求
力

が
あ
り
ま
し
た
。
髙
島
会
長
の
夢
は
膨

ら
み
ま
す
。
将
来
は
新
し
い
建
材
・
デ

ザ
イ
ン
、
県
産
材
と
炭
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、

様
々
な
創
造
が
で
き
る
研
究
所
が
欲
し

い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
目
下
の
課
題
は
多
く
の
経
営

者
に
共
通
す
る
「
人
」
と
言
い
ま
す
。

入
社
後
10
年
程
の
中
堅
と
な
っ
た
頃
、

辞
め
て
い
く
。
ま
た
は
、
他
社
に
引
き

抜
か
れ
る
。し
か
し「
社
員
が
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
さ
れ
る
よ
う
で
は
、
ウ
チ
も
捨
て

た
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
」
と
逆
に
自
信
を

見
せ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
も
光
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
人
手
不
足
は
建
築
業
界
全

体
に
お
け
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
経
営
者
と
従
業
員
が
同
じ
方

向
を
向
き
、
社
員
に
建
築
建
材
の
卸
売

業
の
仕
事
の
喜
び
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

つ
ま
り
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

魅
力
あ
る
会
社
に
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
言
い
ま
す
。
経
営
者
と
社
員
が
近

い
こ
と
は
中
小
企
業
の
良
い
面
で
も
あ

る
と
考
え
、
日
頃
か
ら
社
員
に
目
を
配

り
、
積
極
的
に
評
価
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化

を
恐
れ
ず
、
常
に
研
鑽
を
重
ね
る
姿
勢

に
ま
す
ま
す
発
展
す
る
将
来
像
を
見
ま

し
た
。

取
材
・
記
事
　
山
田 

高
士
氏

�

（
㈱
山
春
建
設
・
沼
津
支
部
）

取
材
　
大
場 

豪
文
氏

�

（
㈱
文
豪
社
・
沼
津
支
部
）

会
員
訪
問
記

常
に
本
物
を
提
供
し
た
い

︱「
時
代
に
合
わ
せ
て
全
力
特
化
」
す
る

不
二
高
㈱

専
務
取
締
役　

髙
島　
邦
栄
氏
（
沼
津
支
部
）

不二高㈱
〒410-0051　沼津市西熊堂696-7
TEL：055-924-2000
URL：www.fujiko-bbc.co.jp

設立　1946年
社員数　20名
入会年月　2016年４月
事業内容　�建築建材の卸販売
　　　　　「百年炭蔵」の技術提案・販売

左から、髙島邦栄専務（会員）、髙島弘光社長、髙島規嘉会長

不二高㈱ 外観

こだわりの建築資材が整然と並ぶ
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会員さんお邪魔します



会
員
訪
問
記

新
卒
２
名
同
時
入
社
か
ら
１
年

成
長
と
頼
も
し
さ
を
実
感

㈲
静
清
鉄
工

代
表
取
締
役　

大
多
和 

宏
明
氏
（
静
岡
支
部
）

鉄
骨
工
事
、
金
属
加
工
の 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

　
静
岡
市
清
水
区
河
内
に
あ
る
㈲
静
清

鉄
工
を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
の
２
月

に
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
大
多
和
宏

明
氏
は
同
友
会
に
入
会
し
て
３
年
目
。

現
在
は
、
静
岡
支
部
青
年
部
の
部
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
㈲
静
清
鉄
工
は
金
属
加
工
を
得
意
と

し
、
一
般
建
築
物
の
鉄
骨
か
ら
、
テ
ン

ト
の
骨
組
み
、
階
段
や
門
扉
等
、
金
属

加
工
に
関
わ
る
様
々
な
仕
事
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。
１
９
７
０
年
に
、
大
多
和

氏
の
父
が
庵
原
の
自
宅
近
く
で
開
業
し

ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
に
乗
っ
て
順

調
に
事
業
は
大
き
く
な
り
、
バ
ブ
ル
期

に
土
地
を
買
っ
て
現
在
の
場
所
に
工
場

を
建
て
ま
し
た
。
大
多
和
氏
は
大
学
卒

業
後
、
１
年
間
同
業
他
社
で
勉
強
を
し

た
後
、
25
歳
の
時
に
入
社
。
当
時
は
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
た
後
で
、
仕
事
も
か
な

り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
社
長
で

あ
る
父
は
会
社
に
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
ず
、

現
在
も
勤
務
し
て
い
る
60
代
の
社
員
と

２
人
で
、
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
に
対
応
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
つ

い
最
近
ま
で
続
い
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

想
定
外
の
新
卒
２
名
同
時
入
社

　
大
多
和
氏
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
昨

年
の
こ
と
。ご
子
息
の
知
人
２
人
が「
働

か
せ
て
欲
し
い
」
と
会
社
を
訪
ね
て
き

ま
し
た
。
当
時
忙
し
く
な
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
社
員
の
採
用
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
即
戦
力
と
な
る
中
途
採
用

し
か
頭
に
な
か
っ
た
、
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
新
卒
、

そ
れ
も
２
人
同
時
で
す
。
悩
み
に
悩
ん

だ
末
に
、
受
け
入
れ
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
ベ
テ
ラ

ン
社
員
と
２
人
で
彼
ら
に
仕
事
を
教
え

て
い
く
の
は
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。

ま
だ
社
会
に
出
た
ば
か
り
で
学
生
気
分

が
抜
け
き
ら
ず
、
寝
坊
し
て
会
社
に
来

な
い
社
員
を
ア
パ
ー
ト
ま
で
迎
え
に

行
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
大
変
な
時
期
を
切
り
抜
け
１
年

が
経
っ
た
今
、
各
自
が
ひ
と
り
で
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
朝
礼
の
進
行
や
、
１
日
の
作
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
２
人
が
作
成
す
る
ほ

ど
に
な
り
ま
し
た
。
大
多
和
氏
も
、
そ

れ
ま
で
現
場
で
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
請

け
ら
れ
な
か
っ
た
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
多
和
氏
は
、
こ
こ

ま
で
我
慢
し
て
き
て
良
か
っ
た
、
と
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。

同
友
会
と
の
出
会
い

　
同
友
会
の
入
会
は
、
県
組
織
増
強
委

員
長
の
海
野
敦
氏（
海
野
サ
ッ
シ
商
会
）

の
紹
介
で
し
た
。
仕
事
で
つ
な
が
り
の

あ
っ
た
海
野
氏
が
、
何
度
も
会
社
を
訪

ね
て
き
て
は
、
同
友
会
を
推
薦
さ
れ
た

と
言
い
ま
す
。
断
り
き
れ
ず
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
例
会
に
て

入
会
を
決
意
。
最
初
は
、
い
く
ら
か
仕

事
に
つ
な
が
れ
ば
良
い
か
な
、
と
い
う

軽
い
気
持
ち
で
の
入
会
で
し
た
。
同
友

会
２
年
目
に
は
静
岡
支
部
感
謝
祭
実
行

委
員
長
と
し
て
役
員
に
名
を
連
ね
、
県

の
“
経
営
指
針
を
創
る
会
〝
で
経
営
指

針
も
作
成
し
ま
し
た
。
３
年
目
の
今
年

は
支
部
青
年
部
部
長
。
軽
い
気
持
ち
で

の
入
会
で
し
た
が
、
現
在
は
深
く
同
友

会
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。「
同

友
会
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
が
、
非
常

に
役
に
た
っ
て
い
る
。
今
の
自
分
が
あ

る
の
は
同
友
会
の
お
陰
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
　
藤
本 

浩
氏

�

（
プ
リ
ン
ト
バ
リ
ュ
ー
㈱
・
静
岡
支
部
）

㈲静清鉄工
〒424-0113　静岡市清水区原28
TEL：054-367-1782
URL：http://seishin-tk.hp.gogo.jp/pc/

設立　2004年
社員数　６名
入会年月　2015年７月
事業内容　�建築鉄骨、金物、テント倉庫

大多和 宏明氏

工場内にて社員と共に

溶接作業の様子
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営
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ー
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in
沼
津

人
が
生
き
る
経
営
を
実
践
し
地
域
社
会
の
真
の
担
い
手
に
な
ろ
う 

～
今
こ
そ
３
つ
の
目
的
の
総
合
実
践
の
と
き
～

�

開
催
日
：
11
月
７
日（
水
）　 

参
加
数
：
３
１
８
名　

 

会
場
：
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ

　

３
０
０
名
を
超
す
参
加
者
と
共
に
学
び
合
い
を

誓
う
石
澤
浩
一
実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
、
２
０
１ 

８
年
度
の
全
県
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
幕
を
開
け
ま

し
た
。
続
い
て
、
参
加
い
た
だ
い
た
来
賓
や
関
係

機
関
、
ま
た
参
加
会
員
に
向
け
て
河
合
浩
史
代
表

理
事
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
ま
し
た
。
来

賓
を
代
表
し
て
、
賴
重
秀
一
沼
津
市
長
は
「
中
小

企
業
の
人
手
不
足
が
一
層
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
な
か
、
沼
津
市
で
は
沼
津
市
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
に
基
づ
く
振
興
会
議
で
、
地
域
の
中
小

企
業
の
喫
緊
の
課
題
に
対
す
る
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
静
岡
県
経
済
産

業
部
商
工
業
局
地
域
産
業
課
の
影
山
敦
彦
課
長
、

東
海
財
務
局
静
岡
財
務
事
務
所
の
山
崎
正
晴
所
長

か
ら
も
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、

石
井
潔
静
岡
大
学
学
長
、
広
浜
泰
久
中
小
企
業
家

同
友
会
全
国
協
議
会
会
長
か
ら
い
た
だ
い
た
祝
電

を
披
露
し
、
全
体
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。
引
き
続

い
て
、
十
河
孝
男
氏
（
徳
武
産
業
㈱
／
香
川
同
友

会
）
の
記
念
講
演
と
「
経
営
指
針
に
基
づ
く
経
営

へ
の
挑
戦
」「
人
材
多
様
化
へ
の
挑
戦
」
な
ど
テ
ー

マ
ご
と
に
６
つ
の
分
科
会
で
学
び
合
い
ま
し
た
。

分
科
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
分
科
会
で
の
学
び
を
持
ち
寄
り
、
活
発
な

交
流
の
場
と
な
り
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

〈
当
日
ご
参
加
頂
い
た
ご
来
賓
の
皆
様
〉

　

賴
重　

秀
一
様　

沼
津
市
長

　

影
山　

敦
彦
様　

 

静
岡
県
経
済
産
業
部　

商
工

業
局
地
域
産
業
課　

課
長
兼

ま
ち
づ
く
り
室
長

　

山
崎　

正
晴
様　

 

財
務
省
東
海
財
務
局
静
岡
財

務
事
務
所　

所
長

　

岩
﨑　

一
雄
様　

沼
津
商
工
会
議
所　

会
頭

　

渡
邊　

好
孝
様　

沼
津
市
商
工
会　

会
長

　

山
本　

義
彦
様　

静
岡
大
学　

名
誉
教
授

　

小
松　

善
雄
様　

 

中
同
協
企
業
環
境
研
究
セ
ン

タ
ー　

顧
問

〈
当
日
参
加
い
た
だ
い
た
行
政
・�

�

関
係
機
関
（
団
体
名
の
み
紹
介
）〉

財
務
省
東
海
財
務
局
静
岡
財
務
事
務
所
／
静
岡
県

経
済
産
業
部
／
沼
津
市
産
業
振
興
部
／
富
士
市
産

業
経
済
部
／
沼
津
市
商
工
会
／
㈱
静
岡
中
央
銀
行

／
三
島
信
用
金
庫
／
島
田
信
用
金
庫
／
沼
津
信
用

金
庫
／
埼
玉
・
愛
知
同
友
会
会
員

分科会報告者の皆さま

第６分科会
田中 俊臣氏
（㈱平成建設）

第１分科会
川村 友美氏
（こるどん㈱）

第２分科会
鈴木 高史氏
（㈲鈴木製作所）

第３分科会
梶山 康行氏

（㈱アイティーエス）

第４分科会
松葉 秀介氏
（松葉倉庫㈱）

第５分科会
上野 祥之氏

（エスティーエス㈱）

全県経営フォーラムin沼津の内容は、12月下旬にe.doyuで配信する報告集をご覧ください！

石澤浩一実行委員長

分科会でのグループ討論の様子

ご来賓の皆様
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経
営
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ォ
ー
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沼
津
　
記
念
講
演

足
元
に
笑
顔
を
届
け
る
会
社 

～
奇
跡
を
起
こ
し
た
ピ
ン
ク
の
靴
～

�

講
師
　
十
河 

孝
男
氏
（
徳
武
産
業
㈱ 

取
締
役
会
長
・
香
川
同
友
会
）

激
動
の
中
で
挑
ん
だ
脱
下
請
、脱
Ｏ
Ｅ
Ｍ

　

昨
年
で
創
業
60
年
を
迎
え
た
徳
武
産
業
㈱
は
、

妻
の
両
親
が
手
袋
の
製
造
を
手
掛
け
た
の
が
始
ま

り
で
し
た
。
そ
の
後
、
大
手
の
学
童
用
シ
ュ
ー
ズ

の
縫
製
下
請
け
に
着
手
。
私
は
妻
の
伯
父
の
会
社

で
海
外
赴
任
な
ど
を
経
験
し
た
後
、
義
父
の
要
望

に
応
え
る
形
で
弊
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
か
ら
１
ヶ
月
経
た
な
い
う
ち
に
義
父
が
急
逝

し
、
私
は
37
歳
で
社
長
に
就
任
。
売
上
の
95
％
は

大
手
の
縫
製
下
請
の
仕
事
で
営
業
の
必
要
が
無
く
、

仕
事
に
つ
い
て
も
社
員
の
方
が
良
く
分
か
っ
て
お

り
、
私
は
頼
り
な
い
社
長
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
元
請
け
の
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
３

年
で
取
引
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
、
死
刑
宣
告
と
も

い
う
べ
き
話
が
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
弊
社
は
、
売

上
の
５
％
に
当
た
る
旅
行
用
ス
リ
ッ
パ
製
造
事
業

を
足
掛
か
り
に
、
脱
下
請
け
に
挑
み
ま
し
た
。
７

年
が
か
り
で
、
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
に
お
い
て
は
通

販
を
中
心
に
国
内
ナ
ン
バ
ー
１
の
シ
ェ
ア
に
成
長

し
ま
し
た
。
安
定
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
た
折
、

売
上
の
約
40
％
を
占
め
る
大
手
通
販
会
社
の
担
当

者
が
交
代
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
前
任
の
担
当
者

が
良
い
と
言
っ
て
い
た
も
の
が
、
完
全
に
否
定
さ

れ
ま
す
。
担
当
が
変
わ
る
度
に
経
営
が
不
安
定
に

な
る
こ
と
を
痛
烈
に
感
じ
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
か
ら
の
脱
却

を
決
意
し
ま
し
た
。

靴
業
界
の“
非
常
識
”に
挑
ん
で 

生
ま
れ
た
「
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
」

　

自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
模
索
し
て
い
た
折
、
介

護
施
設
の
園
長
か
ら
「
入
居
者
が
転
ば
な
い
靴
を

作
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
要
望
が
あ
っ
た
中
で
、
最
大
の
難
問

は
「
左
右
サ
イ
ズ
違
い
で
購
入
で
き
る
こ
と
」
と

い
う
、
靴
業
界
の
非
常
識
と
も
言
え
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
履
け
る
靴
が
無
く
困
っ
て
い
る
人

達
を
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
思
い
で
、
や
ろ
う
と

決
め
ま
し
た
。
す
る
と
「
左
右
サ
イ
ズ
違
い
」
と

い
う
ニ
ー
ズ
の
裏
に
は「
片
方
だ
け
購
入
し
た
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、

他
に
先
駆
け
て
始
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

弊
社
の
「
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。

や
が
て
弊
社
に
は
、
足
に
悩
み
を
抱
え
る
方
々
か

ら
様
々
な
問
い
合
わ
せ
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
声
や
想
い
に
寄
り
添
い
喜
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
シ
ュ
ー
ズ
の
開
発
の
他
、
物
流
の
改
善

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

変
革
こ
そ
中
小
企
業
の
生
き
る
道

　

私
は
社
長
に
就
任
し
て
以
来「“
や
っ
て
良
か
っ

た
”と
思
う
仕
事
を
し
、か
け
が
え
の
な
い
社
員
達

を
幸
せ
に
し
て
や
ろ
う
」
と
思
っ
て
一
所
懸
命
に

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
み
、
業
種
業
態
を
変
え
て
い
く
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
縫
製
の
元
請
や
通
販
会
社
の
担
当
者

は
「
変
わ
る
し
か
な
い
ん
だ
」
と
強
く
示
唆
し
て

く
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
ご
縁
の

徳武産業㈱
　〒761-0901　香川県さぬき市大川町富田西3007
▪創　業／1957年	 ▪設　立／1966年
▪資本金／1,000万円	 ▪年　商／24億2,600万円
▪従業員／正規69名、パート５名
▪業　種／	ケアシューズ、ルームシューズ等の企画・	

製造・販売
▪経営理念／
　　一、	超高齢社会に商品とサービスを通して社会に	

貢献します
　　一、全社員の物心両面の幸せを追求します
　　一、	全国、世界の高齢者、障害者の心に響く感動を

提供し続けるオンリーワン企業を目指します

中
、
弊
社
は
８
，
２
０
０
万
円
の
売
上
が
25
億
円

近
く
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ひ
た
す
ら

お
客
様
に
寄
り
添
い
、
損
得
で
は
な
く
喜
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
や
っ
て
い
っ
た
結
果
で
す
。
そ
れ

が
中
小
企
業
の
生
き
る
道
な
の
で
す
。

　

中
小
企
業
家
だ
か
ら
で
き
る
も
の
が
、
変
革
の

中
に
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、変
化
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
も
し
苦
し
い
状
況
の
方
が
い
た
ら
、
変
革
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
さ
ん
も
社
長
の
役
割
、
使
命

を
果
た
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
同
友
会

で
学
び
、
よ
い
仲
間
を
作
り
、
よ
い
経
営
者
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

※	

12
月
下
旬
に
、
講
演
内
容
を
記
載
し
た
「
報
告

集
」
を
会
員
皆
様
に
配
信
し
ま
す
。
そ
ち
ら
も

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

十河 孝男氏

「あゆみシューズ」を紹介する十河氏

6



DOYU CALENDAR12月・1月
12月
15日（土）

障がい者問題委員会クリスマスバザー
（9：30 あおばシンボルロード）

18日（火） 沼津例会（19：00 沼津商工会議所）

19日（水） 伊東例会（19：00 ひぐらし会館）

20日（木） 榛原望年例会（18：30 うおとも）
富士例会（19：00 ロゼシアター）

21日（金） イントロセミナー～同友会と私
（19：00 同友会事務局）

22日（土） 静岡共学ゼミ（14：00 かまくら文庫）

26日（水） 理事会（17：00 同友会事務局）

27日（木） 景況調査記者発表（10：00 葵区役所）

12月15日㈯～2019年1月15日㈫DOYU CALENDAR
2019年
1月
10日（木）

御殿場市経済交流交歓会（1月例会）
（17：00 御殿場高原ホテル）

11日（金） 富士宮例会（19：00 志ほ川）

12日（土） 榛南経済人賀詞交歓会（17：00 うおとも）
同友会大学（14：00 同友会事務局）

15日（火） 正副代表理事会
（15：00
 同友会事務局）
静岡例会
（19：00 
 センチュリー静岡）
浜松例会
（19：00
 ザザシティ中央館5F）

　静岡大学の山内教授から“環境が遺伝子の働き方を変える”と題して講義を受けました。ゲ
ノムDNA解析により人間はもちろん様々な生物の遺伝子情報が解析されています。遺伝子
の本体である物質はDNAで、一個のヒトの細胞に存在するDNAをまっすぐ繋ぐと、その長
さは２メートル。それに対して、細胞の直径は約10µm（１mmの100分の１）。では、この
長いDNAがどのように小さな細胞内に収納されているかという不可思議な講義から始まり
ました。遺伝子（DNA）情報は、遺伝子を取り巻く環境（エピゲノム）により情報が発現

したりしなかったりする（遺伝子発現の制御）ことにより、同じ遺伝子を持っていても個体によって様々な違いが
生ずるが、それでも細胞分裂によってDNAの配列に異変を起こさずに継承されていくということのようです。誠
に不思議な神の世界のお話です。発生初期の細胞は、分裂しながら筋肉になり神経になり皮膚になり赤血球等々に
なる。山中教授のiPS細胞は未分化状態に戻した細胞ということ。もう少し大きく人間で見てみると、例えば一卵
性双生児は同じDNAだが、育つ環境の違いで個体に違いが出る。環境によってDNAの発現が左右されるとは、環
境や老化によって病気が出たり、ストレスが行動を変えたり、化学物質も体を変える。働く環境が良く、ストレス
が無ければ社員は伸び伸びと力を発揮するということは、遺伝子学からも正しいのだと、私は妙に納得した難解な
がらも楽しい講義でした。� 知久 正博氏（知久太田会計事務所・榛原支部）

第３講座
同友会大学
第16期

環境が遺伝子の働き方を変える
� 講師　静岡大学理学部　教授　山内 清志氏

 11月10日（土）

2019年

同友会大学　１月以降の日程
　1/12（土）�「人口減少下における『持続可能な観光地』実現のための『観光地経営』（仮）」
� 静岡大学学術院人文社会科学領域 准教授　太田 隆之氏
　2/9（土）� 「同友会型リーダー・リーダーシップへの問題提起」
� 元東京農業大学教授／中同協企業環境研究センター顧問　小松 善雄氏
　3/9（土）� 「土着の合理主義者としての二宮尊徳」� 静岡大学学長　石井 　潔氏

スポット受講料5,000円　受講申込み・お問合せは同友会事務局まで　TEL 054-253-6130

《�あなたのスケジュールノートに必要事項をご記入ください�》

山内 清志氏

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

静岡同友会Facebookページで、会員企業訪問の様子や
各支部例会の案内を掲載しています。ぜひご覧ください！ 

2018年
12月
10日
号
　
通
巻
481号

　
定
価
200
円


